
堤防浸透破壊はどこまで
解明できたか

ー河川堤防研究の進捗状況と今後の方向ー

企画・進行：堤防WG 諏訪（国総研）、笠井（水管理・国土保全局）

新清（応用地質(株)）、溝口（名城大）

時 間：6月16日（金） 11:00～12:00
場 所：弥生講堂一条ホール

オーガナイズドポスターセッション２ 河川部会堤防WG



【企画趣旨】

• 2010河川シンポ OPS1：堤防の維持および管理のための技術 ～浸透・
変状の調査・探査技術～～破堤過程の知見、並びに堤防の強化技術～
堤防研究の輪を広げる重要性

• 2011河川シンポ OPS3：堤防の安全性に関する技術の課題 堤防に関
わる研究レビュー 地盤工学委員会との連携深める

• 2012河川シンポ OS・OPS2：河川堤防の安全性に関する技術 断面の安
定性を考えるのみでは堤防の安全性を高めることにはならない 堤防の安全を
考えるとは治水システムそのものを考えること

• 2013河川シンポ OPS1：堤防の浸透破壊～目に見えない堤体・基盤内か
らの破壊～より深い現象の理解と堤防管理の高度化を目指して 連携
WG設置と矢部川パイピング破堤

• 2015河川シンポ OPS2：河川堤防の効率的補強に関する技術的課題と
その取り組みの方向性 連携WGの成果（アカデミックリサーチマップ等）

• 2016年9月 全国大会（仙台） 研究討論会（地盤工学委員会堤防小委
員会主催） 最新の研究動向と堤防設計の方向

2017年度 河川技術に関するシンポジウム



2012 OS・OPS



2012 OS・OPS



2015OPS アカデミックリサーチマップ



【話題提供】
1. パイピングの発生条件

名古屋工業大学 教授 前田健一

2. 裏法すべりの破壊危険性評価
愛媛大学大学院 教授 岡村未対

3. 実物大実験によるパイピング破壊
国土技術政策総合研究所河川研究室 研究官 笹岡信吾

4. 縦断的危険箇所評価手法－堤防脆弱性指標－
中央大学研究開発機構 機構准教授 田端 幸輔

5. 2016 年8 月常呂川洪水で見られた浸透被災
北見工業大学 教授 渡邊康玄



【全体討議】

①研究進捗の評価

②実務への反映、今後取り組
む研究の方向


